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2 情報社会の影

　インターネットを利用するうえで，情報セキュリティは必要不可
欠である。ここではパスワードの管理について理解し，適切に管理
することを心がけよう。

情報セキュリティ3
　インターネットから情報を受け取るときやインターネットに情報を発
信するときには，必ず自分の所属しているネットワークに接続する。そ
の際，ネットワークに接続しようとしているのが間違いなく本人である
ことを確認するために，ネットワーク側ではユーザ I

アイディー

Dとパスワードを
入力するように求める。
　ネットワークでは，ユーザ IDが名前であり，パスワードが身分証明
の役割をする。ユーザ IDとパスワードが漏

ろう

洩
えい

した場合，第三者がその
人になりすまして，悪意のあるメッセージを友人に送ったり，物品の購
入を行ったりする可能性がある。身に覚えのない電子メールや請求がき
た場合はすぐにパスワードを変更し，保護者や先生に相談する必要があ
る。また，このような事態にならないよう，パスワードは適切に管理し
なければならない。

パスワードの設定1

❶

　推測されにくいパスワードを定期的に変更し，管理することは難しい。
そこで，例えば基本となる文字列を考え，更に文字列を加えて複数のパ
スワードを作るなどの工夫をするとよい。

パスワードの作り方2

❷

　企業などの組織では，情報システムに十分管理できていないところが
少しでもあると，組織全体が危険にさらされる。
　このような危険性を少しでも下げるために，最近は組織において情

じょう

報
ほう

セキュリティポリシーを決めているところも多い。その中には，重要性
が高い情報にアクセスできる人を制限することや，不正アクセス対策，
コンピュータウイルス対策などが含まれている。

組織として安全を守る3

❹

❶パスワード（password）
　コンピュータやネットワー
クを安全に利用するために用
いられる記号列のこと。本人
の認証を行うために使われる。

❹情報セキュリティポリシー
　コンピュータやネットワー
クシステム全体の安全性を保
つための対応策規定。

❷ 安全で管理しやすいパスワ
ードの例
　基本文字列４文字（覚える）
＋利用対象に合わせた文字４
文字（メモ）
　基本文字列４文字（覚える）
＋ランダムな文字列４文字
（メモ）

❸母音
　ローマ字では，A，I，U，E，
Oの文字。

　セキュリティ技術の発展
 73 ページ

生体認証
情報セキュリティポリシー

　パスワードの代わりに指紋や静脈，虹
こう
彩
さい
，顔，筆

跡など身体の一部の特徴や動作を用いて本人である
ことを確認する生

せい
体
たい
認
にん
証
しょう
という方法がある。

　暗証番号やパスワードを覚える必要はなく，鍵の
ようになくす心配もない。また，本人しか持ち得な
い情報を使うため，複製は難しく，セキュリティが
高いと言われている。
　しかし，生体情報は個人を特定できる情報であり，
取り替えることができないので，漏洩には十分に注

意しなければならない。銀行などで生体情報を使う
場合には，どのように登録データが管理されている
か，サービスを中止するときには確実に登録データ
を消去してもらえるのかなど，確認してから利用す
る必要がある。
　生体情報を利用する製品の中には，本体内に生体
情報を記憶しているものが多い。そのため，製品を
廃棄するときは，生体情報を消去する必要がある。

　コンピュータなどの情報機器が普及し，仕事の中
で作られる資料の多くは電子データになった。電子
データは複写が簡単で，膨大な量でも持ち出せてし
まう。更に，機器の不調や停電などにより，意図せ
ず情報が破壊されてしまうという脅威もある。情報
を流出や破壊などから守るためには，機器に対する
さまざまな対策や使う人間への周知が必要である。

　情報セキュリティポリシーとは，企業や学校が持
つ情報資産をさまざまな脅威から守るために設けら
れる一種の規則である。情報セキュリティポリシー
はさまざまな脅威に対応するため，システム上の安
全対策，インターネット利用に関するもの，利用者
や組織体制に関するものなど，たくさんの項目から
成り立っている。

▲指紋認証 ▲手のひら静脈認証 ▲虹彩認証

・ 大文字と小文字，数字，記号などを混ぜ，文字列を複雑にする。キーの位置
をずらしたり，母音を除くなどの工夫をする。
　例：ICHIKUMI → CHKM
・ 自分の本名や生年月日など，推測されやすい文字や数字は使わない。また，
辞書に載っている単語も使わないほうがよい。
・同じパスワードを別の場所で使ったり，長期間使ったりしない。
・ パスワードを記述したメモを画面に貼っておいたり，誰もが見える場所に置
いたりしない。パスワードをメモなどに記録する場合は，厳重に管理する。

❸

こ
れ
は
ダ
メ
で
す
。

利用時間が

過ぎました。

おやすみなさい。
送信

▲データの暗号化 ▲アクセス制限 ▲利用時間の制限

理論編 44ページ

不正アクセスなどを守る機能をファイアウォールというが，どのような意味か。211986 年のブレインウイルス　元は不正コピーを警告するプログラムであった。2010 1110 111110
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情報社会と著作権

17 写真加工に
 挑戦しよう

　インターネット上では，誰もがコンテンツの作成者になり，誰も
が利用者になる。両方の立場から考えて，著作権について正しく理
解しよう。

　著
ち ょ

作
さ く

権
け ん

は，人が創作した作品と作者を守るための権利である。法律に
は，著作物（思想または感情を創作的に表現したもの）に関して著作者
が持つものとされ，特別な届け出をせずに作品を生み出した時点で自動
的に権利が発生する。この法律のことを著

ち ょ

作
さ く

権
け ん

法
ほ う

という。自作の小説や
歌などはもちろん，バレエやダンスやパントマイムなどの振り付け，撮
影した写真やコンピュータプログラムも著作物として守られる。作品を
傷つけたり，無断で利用したりすると法律で罰せられるが，著作者から
許諾をもらうことができれば問題ない。
　利用者に対する許可は，無償で行われる場合と有償で行われる場合が
ある。動画サイトなどでは著作の権利を持つ団体や会社に対して，私た
ちの代わりに使用料を支払っているため，一部の動画や楽曲に対して自
由に使えるのである。

著作権とは1
❶

❷

　著作権は次の 2つの主旨から成り立っている。
 著作者の人格　著

ち ょ

作
さ く

者
し ゃ

人
じ ん

格
か く

権
け ん

は著作した人の意思に反して勝手に作品
を変更されたり，一部分だけを抜き出されたりしないように，著作を人
格の表現として保護するための権利である。
 著作者の財産　著

ち ょ

作
さ く

財
ざ い

産
さ ん

権
け ん

は，著作した人がその作品によって生計が
立てられるように，著作を財産として考える権利である。小説や音楽な
どを制作する人に対する報酬は，この仕組みを基にして支払われている。

著作権の主旨2

　著作権は，著作者の死
後 50年（映画の著作物
は公表後 70年）を過ぎ
ると消滅する。そのため，
明治の文豪が書いた小説
などが無償で公開されて
いる。青空文庫（http://
www.aozora.gr.jp/）

❷カラオケ店でも権利団体に
使用料を払っている。テレビ
局やラジオ局も払っているが，
放送局の場合は年間で一括し
て使用料を払う包括契約を結
んでいる。

　著作者人格権は，著作
者だけが持っている権利
である。
　著作財産権は，その一
部または全部を譲渡した
り相続したりできる。

❶著作物には，小説，音楽，
舞踏，絵画，建築物，地図，
映画，写真，プログラムなど
がある。

表１  著作者の権利
名称 著作権の種類 著作権法 権利の概要

著作者
人格権

公表権 18条 著作物を公表する権利
氏名表示権 19条 著作物を公表する際に氏名を表示するか否かを決める権利
同一性保持権 20条 著作物の内容を改変されない権利

著作財産権

複製権 21条 著作物を複製する権利
上演権・演奏権・上映権 22条 著作物を上演・演奏・上映する権利
公衆送信権 23条 著作物を公衆に送信または送信可能にする権利
口述権 24条 言語の著作物を口述する権利
展示権 25条 美術の著作物を展示する権利
頒布権 26条 映画の著作物を頒布する権利
譲渡権・貸与権 26条 映画以外の著作物を譲渡・貸与する権利
翻訳権・翻案権 27条 著作物を翻訳・変形する権利

産業財産権

　知的財産権の中で，著作権に類似した概念として，
産業財産権がある。これは，新しい技術の独占利用
を一定期間許すことによって，研究開発にかけるコ
ストを保護するなどの仕組みである。
　産業財産権には，次のような種類がある。
特許権　発明に関する権利。出願から 20年間独占
権が与えられる（一部延長あり）。
実用新案権　物品の形状や構造などのアイディアに
関する権利。出願から 10年間独占権が与えられる。
意匠権　美感のある物品の形状や色彩など，デザイ
ンに関する権利。登録から 20年間独占権が与えら
れる。
商標権　商品やサービスに使用するマークに関する
権利。認可から 10年間独占権が与えられ，延長す
ることもできる。

著作隣接権

知的財産権

届け出は不要

人格的権利

財産的権利

著作権

著作者人格権

著作財産権

産業財産権 届け出が必要

発明

便利な工夫

デザイン

マーク・ブランド・
マスコットキャラクター

特許権

実用新案権

意匠権

商標権

　著作権法
 158 ページ

著作権（人と作品を守る権利）

作品
（著作物）

著作者
（作品を創った人）

タダ（無償）でいいよ
もしくはお金を払う（有償）ならいいよ

作品使わせて！
利用者

（作品を使いたい人）

図１  知的財産権の体系
　人間の知的な創造活動や発明から生み出された成果には，知的財産権という権利が認め
られている。知的財産権には大きく分けて著作権と産業財産権という 2つの権利がある。
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［特許行政年次報告書2017年版］

特許・実用新案・意匠・商標の登録件数の推移
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実習編 122 ページ

②と③　軽度のものでは携帯メールをチェックしないと気が済まないことや，インターネットやオンラインゲームに
夢中になって夜

よ
更
ふ
かししてしまうなどの症状がある。23 著作権の始まりはいつ頃か。　① 1700年代　② 1800年代　③ 1900年代2411 �1�� �1�111
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情報システムの発展と進歩2
　情報技術は，これからも発展していく。新しい技術にはどのよう
なものがあるのか。新技術を使った，これからの情報システムを考
えよう。

25 QR コードを
 作ろう

　計算，通信，データ管理，制御を行うそれぞれの情報システムは，情
報通信ネットワークにより接続され，より高度で大規模な情報システム
として連携して利用されている。
 電子商取引　インターネットの電

で ん

子
し

商
しょう

取
と り

引
ひ き

は，より広い範囲でより多
くの相手とのビジネスを可能にするとともに，価格，双方向サービス，
利用のしやすさなどの点で，これまでの店舗販売にはなかった利点や魅
力がある。
　電子商取引は，企業間の取り引き（B to B），企業と個人との取り引
き（B to C），個人間の取り引き（C to C）の 3種類に分けられる。
　インターネットの普及が個人と個人の情報のやりとりを簡便にした結
果，C to Cによる取り引きを支援する産業が新しく発展してきている。
また，代金の支払いには，クレジットカードやデビットカードのほか，
ディジタル情報で通貨の働きをする電子マネーも使われている。

情報システムの連携1

❶

❷

 POS システム　コンビニエンスストアなどで使われている P
ポ ス

OSシス
テムは，販売時に商品名や数量などを記録して，販売管理を行うシステ
ムである。売り上げや在庫の状況を即座に把握でき，商品の発注量を細
かく決めたり，売れ筋商品の把握などの経営分析にも役立てられる。
　ネットワークを経由して，チェーンストアの各店舗と本部が連携した
り，クレジットカードなど顧客の信用情報を管理したりしている。
 カーナビゲーション　地図を表示して自動車の位置を確認しながら目
的地までの走行経路案内を行うカーナビゲーションシステムでは，
G
ジー

P
ピー

S
エス

，V
ビ ッ ク ス

ICS，地
ち

理
り

情
じょう

報
ほ う

システムなどが連携している。
　GPSは，人工衛星からの電波を利用して，位置（緯度，経度，高度）
を測定する情報システムである。3つ以上の人工衛星からの電波信号の
到達時刻の差を測定して比較すると，計測地点の位置が計算できる。
VICSでは渋滞状況などの道路交通情報が電波などで車の受信器に送信
される。地理情報システムは，ディジタル化した地図情報から特定の場
所の地図を表示するが，電話番号などのデータベースと連動して目的地
点の検索が容易になるように工夫されている。

❸

❹ ❺ ❻

❶電子商取引
　（electronic commerce）
　情報通信ネットワークを活
用して，物品やサービスの販
売・購入を行うこと。

❸POSシステム（Point Of 
　Sales system）
　販売時点情報管理システム。
商品の販売状況や在庫を統合
的に管理する。情報端末と一
体化されたキャッシュレジス
タを POS 端末という。

❹GPS（Global 
　Positioning System）
　全地球測位システム。

❺VICS（Vehicle Information 
　and Communication System）

❻地理情報システム
　G

ジーアイエス
IS（Geographic Information 

System）ともよばれる。

❷ネットオークションのよう
な消費者参加型の電子商取引
も盛んになっている。

B to B
Business to Business
B to C
Business to Consumer
C to C
Consumer to Consumer

0
1
2
3
4
5
6
7
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（兆円）

2014 20162010 2011 2012 2013 年2015

利用規約

　インターネットからゲームをダウンロードしたり，
懸賞に応募したりするときに出てくる「同意」のボ
タン。いったい何に同意しているのだろうか。
　同意ボタンの前後に表示されている利用規約には，
免責事項と個人情報の扱いについて書かれているこ
とが多い。例えば免責事項には，ダウンロードした
ゲームを使ったことによって携帯電話やコンピュー
タが不調になっても責任を取らないということが書
かれている。また，個人情報の扱いについては，応

募した会社以外にも個人情報を伝えるという内容を
含む場合があり，それによって，身に覚えのないと
ころからの迷惑メールが次々と来るようになってし
まうことがある。ほかにも入会時は無料なのに退会
時は手数料を取る，予告なくサービス内容を変更や
停止できるなど，見過ごせない内容が書かれている
ことがある。
　同意ボタンを押す前に利用規約を必ず読むように
しよう。

VICS ETC

歩行者ナビゲーションシステム

（自動料金収受システム）

VICSセンター 交通管制センター

入口情報

混雑
情報

事故
情報

駐車場
情報

ETC

ETC

料金情報

入口情報，車種情報，
ETCカード情報
イーティーシー

入口料金所

出口料金所

道路や路面状況の把握道路や路面状況の把握道路や路面状況の把握

路面のトラブルを自動的に発見

スピード減速

バス待ちが

なくなって

助かったわ。

左側の横断歩道から

回ればいいんだな。

○○○路線
＊＊駅前

＊＊町△△前

○通り△丁目

あと5分で到着

（自動料金収受システム）

安全運転支援システム

図３  高度道路交通システム（ITS：Intelligent Transport Systems）

経済産業省『電子商取引に関する市場調査』
図１  B to C 電子商取引市場規模

利用者 インターネットショップ

小売店

出荷指示

支払い指示

銀 行

商 品

注 文 支払いSHOP

図２  電子商取引の仕組みの例

実習編 138 ページ

情報システムの連
携によりどのよう

な複合サービスが提供さ
れているだろうか。また，
情報通信ネットワークは
情報システムの連携にど
のような役割を果たして
いるのだろうか。

コンビニエンスストアのレジでは，会計時に性別やおよその年齢を入力する仕組みになっていることが多いが，この
情報は何に使われるのだろうか。30大規模な科学技術計算 (量子力学や気象研究，物理的なシミュレーションなど )に使われるコンピュータのこと。

2011年６月に世界で最速の計算能力を持つスーパーコンピュータは，日本で開発された「京
けい
」であった。29 1�� ���11�� ����
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2	 情報社会の影

　インターネットを利用するうえで，情報セキュリティは必要不可
欠である。ここではパスワードの管理について理解し，適切に管理
することを心がけよう。

情報セキュリティ3
　インターネットから情報を受け取るときやインターネットに情報を発
信するときには，必ず自分の所属しているネットワークに接続する。そ
の際，ネットワークに接続しようとしているのが間違いなく本人である
ことを確認するために，ネットワーク側ではユーザ I

アイディー

Dとパスワードを
入力するように求める。
　ネットワークでは，ユーザ IDが名前であり，パスワードが身分証明
の役割をする。ユーザ IDとパスワードが漏

ろう

洩
えい

した場合，第三者がその
人になりすまして，悪意のあるメッセージを友人に送ったり，物品の購
入を行ったりする可能性がある。身に覚えのない電子メールや請求がき
た場合はすぐにパスワードを変更し，保護者や先生に相談する必要があ
る。また，このような事態にならないよう，パスワードは適切に管理し
なければならない。

パスワードの設定1

❶

　推測されにくいパスワードを定期的に変更し，管理することは難しい。
そこで，例えば基本となる文字列を考え，更に文字列を加えて複数のパ
スワードを作るなどの工夫をするとよい。

パスワードの作り方2

❷

　企業などの組織では，情報システムに十分管理できていないところが
少しでもあると，組織全体が危険にさらされる。
　このような危険性を少しでも下げるために，最近は組織において情

じょう

報
ほう

セキュリティポリシーを決めているところも多い。その中には，重要性
が高い情報にアクセスできる人を制限することや，不正アクセス対策，
コンピュータウイルス対策などが含まれている。

組織として安全を守る3

❹

❶パスワード（password）
　コンピュータやネットワー
クを安全に利用するために用
いられる記号列のこと。本人
の認証を行うために使われる。

❹情報セキュリティポリシー
　コンピュータやネットワー
クシステム全体の安全性を保
つための対応策規定。

❷�安全で管理しやすいパスワ
ードの例
　基本文字列４文字（覚える）
＋利用対象に合わせた文字４
文字（メモ）
　基本文字列４文字（覚える）
＋ランダムな文字列４文字
（メモ）

❸母音
　ローマ字では，A，I，U，E，
Oの文字。

　セキュリティ技術の発展
� 73 ページ

生体認証
情報セキュリティポリシー

　パスワードの代わりに指紋や静脈，虹
こう
彩
さい
，顔，筆

跡など身体の一部の特徴や動作を用いて本人である
ことを確認する生

せい
体
たい
認
にん
証
しょう
という方法がある。

　暗証番号やパスワードを覚える必要はなく，鍵の
ようになくす心配もない。また，本人しか持ち得な
い情報を使うため，複製は難しく，セキュリティが
高いと言われている。
　しかし，生体情報は個人を特定できる情報であり，
取り替えることができないので，漏洩には十分に注

意しなければならない。銀行などで生体情報を使う
場合には，どのように登録データが管理されている
か，サービスを中止するときには確実に登録データ
を消去してもらえるのかなど，確認してから利用す
る必要がある。
　生体情報を利用する製品の中には，本体内に生体
情報を記憶しているものが多い。そのため，製品を
廃棄するときは，生体情報を消去する必要がある。

　コンピュータなどの情報機器が普及し，仕事の中
で作られる資料の多くは電子データになった。電子
データは複写が簡単で，膨大な量でも持ち出せてし
まう。更に，機器の不調や停電などにより，意図せ
ず情報が破壊されてしまうという脅威もある。情報
を流出や破壊などから守るためには，機器に対する
さまざまな対策や使う人間への周知が必要である。

　情報セキュリティポリシーとは，企業や学校が持
つ情報資産をさまざまな脅威から守るために設けら
れる一種の規則である。情報セキュリティポリシー
はさまざまな脅威に対応するため，システム上の安
全対策，インターネット利用に関するもの，利用者
や組織体制に関するものなど，たくさんの項目から
成り立っている。

▲指紋認証 ▲手のひら静脈認証 ▲虹彩認証

・�大文字と小文字，数字，記号などを混ぜ，文字列を複雑にする。キーの位置
をずらしたり，母音を除くなどの工夫をする。

　例：ICHIKUMI → CHKM
・�自分の本名や生年月日など，推測されやすい文字や数字は使わない。また，
辞書に載っている単語も使わないほうがよい。

・同じパスワードを別の場所で使わない。
・�パスワードを記述したメモを画面に貼っておいたり，誰もが見える場所に置
いたりしない。パスワードをメモなどに記録する場合は，厳重に管理する。

❸

こ
れ
は
ダ
メ
で
す
。

利用時間が

過ぎました。

おやすみなさい。
送信

▲データの暗号化 ▲アクセス制限 ▲利用時間の制限

理論編 44ページ

不正アクセスなどを守る機能をファイアウォールというが，どのような意味か。211986 年のブレインウイルス　元は不正コピーを警告するプログラムであった。2010 1110 111110

5

10

10

15

5

52 53

1法律と
個人の責任２節３章

3章

情
報
社
会
の

課
題
を
見
つ
け
る

理
論
編

情報社会と著作権

17	写真加工に
	 挑戦しよう

　インターネット上では，誰もがコンテンツの作成者になり，誰も
が利用者になる。両方の立場から考えて，著作権について正しく理
解しよう。

　著
ちょ

作
さく

権
けん

は，人が創作した作品と作者を守るための権利である。法律に
は，著作物（思想または感情を創作的に表現したもの）に関して著作者
が持つものとされ，特別な届け出をせずに作品を生み出した時点で自動
的に権利が発生する。この法律のことを著

ちょ

作
さく

権
けん

法
ほう

という。自作の小説や
歌などはもちろん，バレエやダンスやパントマイムなどの振り付け，撮
影した写真やコンピュータプログラムも著作物として守られる。作品を
傷つけたり，無断で利用したりすると法律で罰せられるが，著作者から
許諾をもらうことができれば問題ない。
　利用者に対する許可は，無償で行われる場合と有償で行われる場合が
ある。動画サイトなどでは著作の権利を持つ団体や会社に対して，私た
ちの代わりに使用料を支払っているため，一部の動画や楽曲に対して自
由に使えるのである。

著作権とは1
❶

❷

　著作権は次の 2つの主旨から成り立っている。
 著作者の人格　著

ちょ

作
さく

者
しゃ

人
じん

格
かく

権
けん

は著作した人の意思に反して勝手に作品
を変更されたり，一部分だけを抜き出されたりしないように，著作を人
格の表現として保護するための権利である。
 著作者の財産　著

ちょ

作
さく

財
ざい

産
さん

権
けん

は，著作した人がその作品によって生計が
立てられるように，著作を財産として考える権利である。小説や音楽な
どを制作する人に対する報酬は，この仕組みを基にして支払われている。

著作権の主旨2

　著作権は，著作者の死
後 50年（映画の著作物
は公表後 70年）を過ぎ
ると消滅する。そのため，
明治の文豪が書いた小説
などが無償で公開されて
いる。青空文庫（http://
www.aozora.gr.jp/）

❷カラオケ店でも権利団体に
使用料を払っている。テレビ
局やラジオ局も払っているが，
放送局の場合は年間で一括し
て使用料を払う包括契約を結
んでいる。

　著作者人格権は，著作
者だけが持っている権利
である。
　著作財産権は，その一
部または全部を譲渡した
り相続したりできる。

❶著作物には，小説，音楽，
舞踏，絵画，建築物，地図，
映画，写真，プログラムなど
がある。

表１ 	著作者の権利
名称 著作権の種類 著作権法 権利の概要

著作者
人格権

公表権 18条 著作物を公表する権利
氏名表示権 19条 著作物を公表する際に氏名を表示するか否かを決める権利
同一性保持権 20条 著作物の内容を改変されない権利

著作財産権

複製権 21条 著作物を複製する権利
上演権・演奏権・上映権 22条 著作物を上演・演奏・上映する権利
公衆送信権 23条 著作物を公衆に送信または送信可能にする権利
口述権 24条 言語の著作物を口述する権利
展示権 25条 美術の著作物を展示する権利
頒布権 26条 映画の著作物を頒布する権利
譲渡権・貸与権 26条 映画以外の著作物を譲渡・貸与する権利
翻訳権・翻案権 27条 著作物を翻訳・変形する権利

産業財産権

　知的財産権の中で，著作権に類似した概念として，
産業財産権がある。これは，新しい技術の独占利用
を一定期間許すことによって，研究開発にかけるコ
ストを保護するなどの仕組みである。
　産業財産権には，次のような種類がある。
特許権　発明に関する権利。出願から 20年間独占
権が与えられる（一部延長あり）。
実用新案権　物品の形状や構造などのアイディアに
関する権利。出願から 10年間独占権が与えられる。
意匠権　美感のある物品の形状や色彩など，デザイ
ンに関する権利。登録から 20年間独占権が与えら
れる。
商標権　商品やサービスに使用するマークに関する
権利。認可から 10年間独占権が与えられ，延長す
ることもできる。

著作隣接権

知的財産権

届け出は不要

人格的権利

財産的権利

著作権

著作者人格権

著作財産権

産業財産権 届け出が必要

発明

便利な工夫

デザイン

マーク・ブランド・
マスコットキャラクター

特許権

実用新案権

意匠権

商標権

　著作権法
� 158 ページ

著作権（人と作品を守る権利）

作品
（著作物）

著作者
（作品を創った人）

タダ（無償）でいいよ
もしくはお金を払う（有償）ならいいよ

作品使わせて！
利用者

（作品を使いたい人）

図１ 	知的財産権の体系
　人間の知的な創造活動や発明から生み出された成果には，知的財産権という権利が認め
られている。知的財産権には大きく分けて著作権と産業財産権という 2つの権利がある。
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②と③　軽度のものでは携帯メールをチェックしないと気が済まないことや，インターネットやオンラインゲームに
夢中になって夜

よ
更
ふ
かししてしまうなどの症状がある。23 著作権の始まりはいつ頃か。　① 1700年代　② 1800年代　③ 1900年代2411 0100 010111
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情報システムの発展と進歩2
　情報技術は，これからも発展していく。新しい技術にはどのよう
なものがあるのか。新技術を使った，これからの情報システムを考
えよう。

25	QR コードを
	 作ろう

　計算，通信，データ管理，制御を行うそれぞれの情報システムは，情
報通信ネットワークにより接続され，より高度で大規模な情報システム
として連携して利用されている。
 電子商取引　インターネットの電

でん

子
し

商
しょう

取
とり

引
ひき

は，より広い範囲でより多
くの相手とのビジネスを可能にするとともに，価格，双方向サービス，
利用のしやすさなどの点で，これまでの店舗販売にはなかった利点や魅
力がある。
　電子商取引は，企業間の取り引き（B to B），企業と個人との取り引
き（B to C），個人間の取り引き（C to C）の 3種類に分けられる。
　インターネットの普及が個人と個人の情報のやりとりを簡便にした結
果，C to Cによる取り引きを支援する産業が新しく発展してきている。
また，代金の支払いには，クレジットカードやデビットカードのほか，
ディジタル情報で通貨の働きをする電子マネーも使われている。

情報システムの連携1

❶

❷

 POS システム　コンビニエンスストアなどで使われている P
ポ ス

OS シス
テムは，販売時に商品名や数量などを記録して，販売管理を行うシステ
ムである。売り上げや在庫の状況を即座に把握でき，商品の発注量を細
かく決めたり，売れ筋商品の把握などの経営分析にも役立てられる。
　ネットワークを経由して，チェーンストアの各店舗と本部が連携した
り，クレジットカードなど顧客の信用情報を管理したりしている。
 カーナビゲーション　地図を表示して自動車の位置を確認しながら目
的地までの走行経路案内を行うカーナビゲーションシステムでは，
G
ジー

P
ピー

S
エス

，V
ビ ッ ク ス

ICS，地
ち

理
り

情
じょう

報
ほう

システムなどが連携している。
　GPSは，人工衛星からの電波を利用して，位置（緯度，経度，高度）
を測定する情報システムである。3つ以上の人工衛星からの電波信号の
到達時刻の差を測定して比較すると，計測地点の位置が計算できる。
VICSでは渋滞状況などの道路交通情報が電波などで車の受信器に送信
される。地理情報システムは，ディジタル化した地図情報から特定の場
所の地図を表示するが，電話番号などのデータベースと連動して目的地
点の検索が容易になるように工夫されている。

❸

❹ ❺ ❻

❶電子商取引
　（electronic commerce）
　情報通信ネットワークを活
用して，物品やサービスの販
売・購入を行うこと。

❸POS システム（Point Of 
　Sales system）
　販売時点情報管理システム。
商品の販売状況や在庫を統合
的に管理する。情報端末と一
体化されたキャッシュレジス
タを POS 端末という。

❹GPS（Global 
　Positioning System）
　全地球測位システム。

❺VICS（Vehicle Information 
　and Communication System）

❻地理情報システム
　G

ジーアイエス
IS（Geographic Information 

System）ともよばれる。

❷ネットオークションのよう
な消費者参加型の電子商取引
も盛んになっている。

B to B
Business to Business
B to C
Business to Consumer
C to C
Consumer to Consumer

（兆円）
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利用規約

　インターネットからゲームをダウンロードしたり，
懸賞に応募したりするときに出てくる「同意」のボ
タン。いったい何に同意しているのだろうか。
　同意ボタンの前後に表示されている利用規約には，
免責事項と個人情報の扱いについて書かれているこ
とが多い。例えば免責事項には，ダウンロードした
ゲームを使ったことによって携帯電話やコンピュー
タが不調になっても責任を取らないということが書
かれている。また，個人情報の扱いについては，応

募した会社以外にも個人情報を伝えるという内容を
含む場合があり，それによって，身に覚えのないと
ころからの迷惑メールが次々と来るようになってし
まうことがある。ほかにも入会時は無料なのに退会
時は手数料を取る，予告なくサービス内容を変更や
停止できるなど，見過ごせない内容が書かれている
ことがある。
　同意ボタンを押す前に利用規約を必ず読むように
しよう。

VICS ETC

歩行者ナビゲーションシステム

（自動料金収受システム）

VICSセンター 交通管制センター

入口情報

混雑
情報

事故
情報

駐車場
情報

ETC

ETC

料金情報

入口情報，車種情報，
ETCカード情報
イーティーシー

入口料金所

出口料金所

道路や路面状況の把握

路面のトラブルを自動的に発見

スピード減速

バス待ちが

なくなって

助かったわ。

左側の横断歩道から

回ればいいんだな。

○○○路線
＊＊駅前

＊＊町△△前

○通り△丁目

あと5分で到着

（自動料金収受システム）

安全運転支援システム

図３ 	高度道路交通システム（ITS：Intelligent	Transport	Systems）

経済産業省『電子商取引に関する市場調査』
図１ 	B	to	C 電子商取引市場規模

利用者 インターネットショップ

小売店

出荷指示

支払い指示

銀	行

商 品

注 文 支払いSHOP

図２ 	電子商取引の仕組みの例

実習編 138 ページ

情報システムの連
携によりどのよう

な複合サービスが提供さ
れているだろうか。また，
情報通信ネットワークは
情報システムの連携にど
のような役割を果たして
いるのだろうか。

コンビニエンスストアのレジでは，会計時に性別やおよその年齢を入力する仕組みになっていることが多いが，この
情報は何に使われるのだろうか。30大規模な科学技術計算 (量子力学や気象研究，物理的なシミュレーションなど )に使われるコンピュータのこと。

2011年６月に世界で最速の計算能力を持つスーパーコンピュータは，日本で開発された「京
けい
」であった。29 100 0001100 0000
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情報化と社会の変化

2 情報システムの
 発展と進歩

　情報化が進展すると，暮らしや社会はどのように変化していくだ
ろうか。それに対し人間としてはどのような対応が必要だろうか。
考えよう。

3
　コンピュータや情報通信ネットワークによって私たちの社会は情報化
され，環境も生活も大きく変化した。多くの企業では，必要な情報を情
報システムに蓄積し，ネットワークを介して情報をやりとりしている。
　大学や専門学校などでは，e

イー

ラーニングにより，場所と時間を選ぶこ
となく効果的な学習ができるようになっている。
　私たちの働き方，生活の仕方，余暇の過ごし方も，情報化の影響を受
け，大きな変化が起こっている。

　情報化により仕事の形態も大きく変化している。電子メールやW
ウ ェ ブ

eb
会議を利用して，コミュニケーションも電子化されている。また，電子
決済，電子的なビジネス文書の作成や編集も進んでいる。ネットワーク
の発達により，在宅勤務などのように，従来の仕事場以外の場所で業務
を行うことができるようになった。S

ソ ー ホ ー

OHOなどのように技術・知識を
持った者が独立したり，より待遇のよい職場へ転職したりする機会も増
え，ワークスタイルや職業観の多様化が広がりつつある。
　人間の知的な活動をコンピュータで実現する技術は人工知能（A

エーアイ

I）
とよばれる。テキスト文章の自動翻訳，音声認識，音声合成，顔認識な
どがすでに実用化され，人間の形をかたどったロボットなども開発され
ている。ロボットは，人間の模倣だけではなく，汚染された環境でも働
く，高速に予測・判断して知的で適切に処理をするなど，人間の能力を
はるかに超えた作業を行うことにも向いている。また，玩具やペットの
代わりとして，人間を楽しませたり，癒やしたりする役割も期待される。

情報化による社会の変化1

❶

情報化と仕事2

❷

　住宅内では，防災機能や安否確認機能を組み込んだ家電製品をはじめ，
健康管理機能，防犯機能，省エネルギー機能を持つ情報家電が普及して
きている。
　ネットバンキングの普及は，店頭に行かずに商品を購入することを可
能にした。通信販売では，連絡先や注文の品名・数量・金額などを確認
するためのルールが定められ，販売側も購入側も信頼できる取り引きに
取り組もうとしている。一方，ネットオークションなどでは，ルールを
知らないままに個人間で安易に取り引きを行い，代金を払ったのに品物
が送られてこないなどのトラブルも多発するようになった。そのため，
第三者が販売者と購入者の仲介となり，代金の支払いを代行するエスク
ローサービスなども行われている。

情報化と暮らし3

　情報機器を用いた長時間の作業は，肩凝りや視力の低下などの V
ブイ

D
ディー

T
ティー

障
しょう

害
がい

を引き起こすことがある。照明の位置や机・椅
い

子
す

の高さを調節して
適切な作業環境を整え，正しい姿勢や適度な休憩などの望ましい習慣で，
これらの症状を防ぐことができる。
　また，コンピュータ作業に伴い，いらいら，不安感，社会生活への不
適応などの精神的テクノストレスを感じることがあるので，自分をコン
トロールすることが大切である。

情報化と健康4
❹

❺

ネットワークで購入手続き
をする前に確認すること
• 会社や出品者の名前や
連絡先が明記されてい
るか。
• 社会的に信用できる会
社であるか。
• 取り引きの約束事が明
記されているか。
• 代金の支払い，商品の
引き渡しと返品方法な
どの内容を明示してい
るか。一般に，クーリ
ング・オフ制度は適用
されない。
• 不要な個人情報の提供
を求めていないか。
• 法律上，売買できない
ものを扱っていないか。

❸

図４  テクノストレスの症状

図１  SOHO

❶eラーニング
　（electronic learning）
　情報通信ネットワークを利
用した学習形態もしくはその
システムのこと。場所と時間
に制約されずに学習できる。

❸クーリング・オフ制度
　消費者保護のため，契約を
結んだ後でも，一定期間内で
あれば，消費者が理由なしで
一方的に契約を解除すること
を認める制度。

❹VDT障害（Visual 
　Display Terminal 
　Syndrome）

❺次のことに気をつける。
•画面に目を近づけ過ぎない。
• 画面の上端は，目よりやや
下にする。
• 椅子に深く腰掛け，姿勢を
楽にする。
• 作業はときどき休み，長時
間連続して作業をしない。

❷SOHO（Small Office/
　Home Office）
　情報通信ネットワークを利
用して自宅で仕事を行うこと
の略称。テレワークという場
合もある。

　電子商取引
 64 ページ

図３  エスクローサービスの仕組み

図２  いろいろなロボット
▲会話ロボット▲調理ロボット ▲海洋汚染感知ロボット

落札者 出品者

エスクロー会社

①入金

④通知

③商品

⑤送金

②通知
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情報化によって，
どのような変化が

起こっているのか，どの
ようなことに注意が必要
か，考えてみよう。

31 32 食品などにQ
キューアール
R コードや I

アイシー
C タグを付けて，生産・加工・販売・流通などの情報をたどることを何というか。フィードバックという。
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1 誰でも表現者・
 発信者の時代

誰もが参加できる情報社会

　情報化の進展には，光と影の部分があるといわれている。影の部
分を克服し，誰もが参加できる社会を実現するための課題とその解
決策を考えよう。

2
　個人が情報社会に参画することで，社会に良い影響と悪い影響を与え
る場合がある。
　良い影響としては，情報ボランティアとしての社会貢献，新しい価値
の創造の担い手となることなどがある。自分の持っている知識や意見を
公開し有効に共有することで，情報を必要としている人に必要な情報を
迅速に届ける手助けをしたり，これからの文化，社会の在り方を考える
新しい視点を提供したりすることができるのである。また，利用者とし
て情報システムのハードウェアやソフトウェア，コンテンツについての
要望を積極的に発信することで，情報化を更に望ましいものにしていく
こともできるだろう。
　悪い影響としては，情報操作や扇動などが挙げられる。インターネッ
トの進展と普及は，個人が多くの相手に自分の意見などを発信すること
を可能とした。これを悪用し，自分の意図する方向に相手を向かわせる
ために，情報を統制したり虚偽の情報を流したりしてはならない。

　情報社会では，コンピュータや情報通信ネットワークを活用できる人
とできない人の間で，得られる情報の質・量や発言の機会に格差が生じ
る。情報が大きな力を持つ今日の情報社会では，その差が，更に個人や
地域の社会的・経済的な格差を広げるという悪循環を招きかねない。
　情報社会で平等な人権を確保するには，情報化に追いつけない人々へ
の配慮が必要である。ディジタルデバイドの解消には，生活に必要不可
欠な情報を公平に安全に提供できるシステムの整備・確保が必要となる。

個人の影響への配慮1

ディジタルデバイドの解消2

❶

❷ ❸

　行動範囲に制限がある人々にとって，コンピュータやインターネット
は社会活動に参加するための有用な手段となる。一方，高齢であったり
障がいがあったりすることで，情報機器を利用するときに不都合が生じ
ることがある。そこで，コンピュータやインターネットを利用する際に
生じる不都合を除き，アクセシビリティに配慮した環境の整備が課題と
なる。
　この考え方はハードウェアだけでなく，ソフトウェアやW

ウ ェ ブ

ebページ
の設計に導入されつつある。このようなシステムは同時に，全ての人々
にとって使いやすい有効なものとなること，すなわちユニバーサルデザ
インの実現を目指している。これからの共生型の社会には，ユニバーサ
ルデザインの考え方は欠かせない視点である。

　不正アクセスなど，悪意のある攻撃でシステムの破壊やデータの盗聴
などが行われないように，情報セキュリティ技術の発展も重要である。
インターネットに接続されているコンピュータでは，ファイアウォール
や仮

か

想
そう

プライベートネットワーク技術などが用いられる。また，認証技
術を用いて，接続する端末や利用者を特定する方法も利用されている。
　パスワード認証で利用者を特定できても，パスワードが漏

ろう

洩
えい

したり，
ログイン状態の端末を放置したりすれば無意味である。情報システムで
技術的な対策を行っても，使用する際の運用面で安全への配慮に不備が
あれば，安全な運用は望めない。悪用を防ぐ情報管理のためには，技術
的な対策と運用面の対策を併用することが重要である。

ユニバーサルデザインの推進3

❹

❺

セキュリティ技術の発展4

❻

❼

❶インターネットの普及率は，
居住する都市の規模が大きい
ほど，世帯主の年齢が若いほ
ど，世帯年収が多いほど高く
なっており，地域，年齢，所
得によって格差が生じている
と考えられる。また，教育レ
ベルや身体的制約要因から情
報格差が生じていることも指
摘されている。

❷操作方法が直感的に分かる
情報機器を開発すれば，誰に
とっても操作が容易になる。
また，このような技術面から
の支援ばかりではなく，必要
な知識と技術を学習する機会
を提供するような，社会面か
らの対応も必要である。

❸ディジタルデバイド
　（digital divide）
　ディジタル化されたサービ
スにアクセスできるかできな
いかの格差のこと。情報格差
ともいう。

❹アクセシビリティ
　（accessibility）

❺ユニバーサルデザイン
　（universal design）
　年齢，性別，国籍などの違
い，能力の有無，障がいの有
無などによらず利用できるよ
うに設計されたもの。使いや
すさの尺度の概念に，ユーザ
ビリティとアクセシビリティ
がある。

　カラーバリアフリー
 23 ページ

❻ファイアウォール
　（firewall）
　L

ラ ン
AN を外部からの攻撃や

不正アクセスから守るために
開発された仕組み。決められ
た情報以外は通過させないと
いった監視を行う。

❼ 仮想プライベートネット
　ワーク（VPN：Virtual 
　Private Network）

　3 情報セキュリティ
 46 ページ

ユニバーサルデザインと情報技術

　ユニバーサルデザインの考えが生かされた製品に
は，情報技術と関わりの深いものも多い。
　Webページでは，文字を大きくしたり，テキス
トを読み上げたりする機能が一般化している。また，
マウスやキーボードの代わりに指先や音声，視線で
操作できるコンピュータも実用化している。

　携帯電話やスマートフォンでは，ボタンを大きく
したりメニューを見やすくしたりして，使いやすい
ように工夫されたものがある。
　情報技術の進展は，誰もが暮らしやすい社会にな
るための可能性を切り開いている。

▲指先で操作するコンピュータ

100
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20
0

（％）

6-12 歳 13-19 歳 20-29 歳 30-39 歳 40-49 歳 50-59 歳 60-64 歳 65-69 歳 70-79 歳 80 歳以上

82.6
98.4 99.2 97.5 96.7 93.0

83.3
69.4

53.6

23.4

総務省『情報通信白書』2017 年
図１  日本の世代別インターネット利用状況

▲ 表示ボタンが大きい
スマートフォン

▲ひとつひとつのキーが分離したキーボード

理論編 42ページ

図２  世界のインターネット普及率

10％未満
10％以上 25％未満
25％以上 50％未満
50％以上 75％未満
75％以上
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キャプチャ   139
グーテンベルク   ③
クーリング・オフ制度   69
国名   30
グラフ   156
クリエイティブ・コモンズ   55
クリップボード   139
クレジットカード   64
計算システム   62
検索   108
検索エンジン   32
検索ロボット   32
減法混色   16
構造化   141
コーデック   157
コード化   15
ゴシック体   150
個人情報   8,44,56
個人情報の定義   56
個人情報保護法   159
コミュニケーション   34
コミュニティ放送局   43
コンパクトフラッシュ   3
コンピュータ   2
コンピュータウイルス   44
コンピュータグラフィックス   42

さ
サーチエンジン   32
サーバ   28
産業財産権   53
残像   17
サンプリング   15
サンプリング周波数   17,101,103
ジオタグ   57
しきい値   18
識字   66,83
色相環   152
識別性   153
自殺サイト   50
視認性   153
シフト JIS コード   15
シャノン   15
周波数   19
周辺装置   2,21
出力装置   3
肖像権   58
情報システム   62
情報セキュリティ   46
情報セキュリティポリシー   47
情報操作   10,72
情報通信ネットワーク   64
情報モラル   48
信憑性   11
信頼性   11

数字・欧文索引
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電子透かし
　画像などのデータに，見た目には分
からない特定の情報を埋め込む技術の
こと。
電子認証   62
　ユーザ名とパスワードにより利用者
を識別したり，機器やサービスを利用
する権利があるかどうかを電子的に確
認したりすること。
電子マネー   64,67
electronic money
　電子的なデータのやりとりによって
決済を行う仕組みのこと。
電子メール   31
E-mail
　ネットワークを経由してやりとりす
る，テキストを基本としたメッセージ，
またはその仕組み。
電子メールアドレス   31
mail address
　電子メールを送信するときに，送信
先を特定するための標識。メールサー
バを示すドメイン名と使用者を示すア
カウントなどから構成される。
動画編集ソフトウェア   90
　動画を編集するときに使用するソフ
トウェア。
特定商取引に関する法律
　訪問販売やインターネットを利用し
た通信販売などで取引の公正性を保ち
消費者を保護するための法律。
特許権   53
　発明を登録することにより，一定期
間，発明者またはその継承者の独占的
使用が保護される権利。
ドット   16
dot
　ディスプレイやプリンタなどで文字
や画像を構成する最小単位。1インチ
あたりに存在する点の個数をdpi （dots 
per inch）で表して表示の精細さを表
現する。
ドメイン名   29
domain name
　インターネットに接続しているコン
ピュータなどを特定するために利用さ
れる名称の一部。ピリオドで区切られ
た文字列の組み合わせで構成される。
トリミング   107
trimming
　画像などの不要な部分をカットし，必
要な部分だけ取り出す作業や機能のこと。
ドロー系ソフトウェア   20
drawing software
　主にベクトル形式で図形を描画する
ソフトウェア。

二次情報   11
　第三者を介して得た情報。
入力装置   3
　コンピュータに情報を入力するため
の装置。キーボード，マウス，イメー
ジスキャナなど。
ネット依存   51
　インターネットを長時間利用するこ
とから抜け出せなくなる状態のこと。
ネット中毒ともいう。
ネットショッピング   39
　インターネットなどを利用した販売
形式。オンラインショッピングなどと
もよばれる。
ノイマン型コンピュータ
　記憶装置にプログラムの命令をデー
タとして格納し，順次読み込んで実行
するコンピュータ。

バーコード   71
bar code
　複数の線の幅と隙間の間隔で，数字
やアルファベットを表したもの。バー
コードリーダという専用の読み取り装
置で読む。
パーソナルコンピュータ
personal computer
　個人ユーザ向けのコンピュータのこ
と。省略してパソコンという。
バーチャルリアリティ   42,67
virtual reality
　コンピュータグラフィックスや音響
効果を組み合わせて作り出された，人
工的な現実感のこと，またはその技術。
ハードウェア   21,70
hardware
　装置や機械のこと。ソフトウェアに
対していう。コンピュータ本体，ディ
スプレイ，プリンタなどを指す。
ハードディスク   3,9
hard disk
　コンピュータが扱う情報を記録して
おくための補助記憶装置の 1つ。磁気
ディスク装置。
バイト   14
byte
　情報の量の単位の 1つ。8ビットで表
される量に相当する。

ハイパーテキスト   36
hypertext
　文書中にほかの文書の位置情報を埋
め込むことで文書を相互に連結する仕
組み。
パケット   29
packet
　情報通信ネットワークで情報を伝送
する際にひとかたまりとして扱われる
データの単位。
パケット交換方式   29
packet switching
　送りたい通信データをパケットとよ
ばれるデータの小さなまとまりごとに
送信する通信方式。インターネットな
どのデータ通信に利用される。
バス
bus
　コンピュータ内にある各装置，コン
ピュータと周辺装置，周辺装置間をつ
なぐデータの通路。
パスワード   46
password
　本人であることを認証する際に使わ
れる文字や記号の列。
発想法   155
　情報を創造したり新しい表現を求め
たりするときに利用する，思考支援の
方法。
バリアフリーデザイン
barrier-free design
　障がいのある人や高齢者にとって障
壁となるものを取り除くために配慮さ
れた造り。
パリティチェック   71
parity check
　データの転送や記録のときに，デー
タの誤りを検出する方法の 1つ。
ハンドル   40,110
handle
　ネットワークで使用するニックネー
ムのこと。
非可逆圧縮   19,103
　データを復元しても元のデータに完
全に戻らない圧縮方式。不可逆圧縮と
もいう。
ピクセル   16,20
pixel
　画素（164ページ）参照。
ピクトグラム   130
pictogram
　文字を使わずに情報やメッセージを
表現した絵記号。

な

は

セル   102,146
cell
　表計算ソフトウェアで，数値や文字
を入力する 1ます。
全数調査   79
　対象を全て調査すること。
ソーシャルメディア   37
social media
　ネットワーク上で多数の人が情報を
交換，共有しながら，共同で情報を作
り上げ発信する目的を持ったメディア。
ソフトウェア   20
software
　コンピュータを構成する物理的な要
素（ハードウェア）を除いた全ての無
形要素の総称。一般にコンピュータプ
ログラムを指す。場合によってその対
象となるデータを指すこともある。

タイムライン   120
timeline
　動画編集ソフトウェアなどで，作品
全体の流れを時系列で管理する機能の
こと。
タグ
tag
　HTMLファイルで使用される制御
文字。これを使って，画像の表示やほ
かのページへのリンクなどを記述する。
タスク
task
　仕事や作業のまとまりのこと。
単純化
　事柄や出来事の本質を選び出して，
容易に把握できるようにすること。
チェーンメール   44
chain mail
　不特定多数の相手に同じメールを送
信し，同じ内容のメールを更に別の相
手に送信させることで，メール送信の
連鎖を発生させることを意図して送信
された電子メールのこと。
チェックディジット   71
check digit
　入力誤りを検出したりねつ造を防止
したりするために，一定のルールに
従って元の符号に加えられる数値や記
号のこと。
知識基盤社会
　新しい知識・情報・技術が，政治・
経済・文化をはじめ，あらゆる領域で
の活動の基盤として飛躍的に重要性を
増す社会。

地上ディジタル放送
　陸上の無線局を利用してディジタル
方式で行われる放送のこと。
知的財産権   53
　人間の知的活動から生み出された表
現やアイディアや技術などを保護する
ために考案者に与えられる権利。産業
財産権と著作権に分かれる。
チャット   9,25,110
chat
　インターネット上で提供される，テ
キストによる会話サービスの 1つ。参
加者が入力した文字列を参加者全員の
コンピュータ画面に時系列に沿って表
示させる。
著作権   52
　著作物に関する権利。著作者の意思
に反した変更を拒否できることなど人
格を保護するための著作者人格権と，
著作物を知的財産として保護すること
を規定した著作財産権の 2つから成る。
著作権法   52,54,158
　著作者の権利を保護するための法律。
著作財産権   53
　著作物を著作者の知的財産と考えた
際に発生する権利。
著作者人格権   53
　著作者の意思に反して勝手に作品を
変更されたり，一部分だけを抜き出さ
れたりしないように，著作者の人格を
保護するための権利。
著作物   19,52
　人が思想や感情を創作的に表現した
もの。
ツイッター   37
Twitter
　140文字以内の文でコメントを発信
し，それを第三者がフォローするなど
して共有できるインターネット上のサ
ービス。
ディジタルカメラ   58,90,106
digital camera
　画像をディジタルデータとして記録
するカメラ。
ディジタル署名   63
digital signature
　ディジタル文書の正当性を証明する
ための仕組み。暗号化された署名情報
により，メッセージの原文から一定の
計算手順で割り出した署名データを文
書に添付して送信する。電子署名とも
いう。
ディジタルデータ   15
digital data
　情報を離散的な数値の系列で表現し
たデータ。

ディジタルデバイド   72
digital divide
　情報技術を活用できる人とできない
人，あるいは情報を利用できる環境に
ある人とそうでない人との間に生じる
格差のこと。情報格差ともいう。
ディスプレイ   3,16
display
　コンピュータに入力した文字やコン
ピュータが処理した結果（絵や文字）
を表示する装置。
データ管理システム   63
　データを蓄積し，管理するために用
いられる代表的なシステムおよびその
ソフトウェア。
データベース   32,63
database
　データをあらかじめ定義された形で
格納し，安全で効率の良いデータの更
新，削除，検索などを実現するデータ
管理の構造。また，その機能を持つソ
フトウェアを指すこともある。
データマイニング
data mining
　大量のデータの中から科学的な方法
により傾向や規則性を見いだすこと，
もしくはその技術。
デバイス   67
device
　機器あるいは装置の総称。主にコン
ピュータや情報通信ネットワークに接
続されるものを指す。
テレビ会議   9,25
　音声と映像を双方向に同時送信して，
離れた場所で行う会議。
電子カルテ
　従来の紙のカルテを電子データ化し，
保存，管理するシステム。
電子掲示板   25,36,110
BBS: electronic Bulletin Board 
System
　インターネットなどの情報通信ネッ
トワークを利用して，メッセージを交
換する仕組みの 1つ。
電子商取引   64
electronic commerce
　インターネットなどの情報通信ネッ
トワークを活用して物品やサービスの
販売・購入を行うこと。eコマースと
もいう。企業と企業の間で行われる電子
商取引をB to B（Business to Business），
企業と消費者の間で行われる電子商取
引を B to C（Business to Consumer）
という。
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情報化と社会の変化

2	 情報システムの
	 発展と進歩

　情報化が進展すると，暮らしや社会はどのように変化していくだ
ろうか。それに対し人間としてはどのような対応が必要だろうか。
考えよう。

3
　コンピュータや情報通信ネットワークによって私たちの社会は情報化
され，環境も生活も大きく変化した。多くの企業では，必要な情報を情
報システムに蓄積し，ネットワークを介して情報をやりとりしている。
　大学や専門学校などでは，e

イー

ラーニングにより，場所と時間を選ぶこ
となく効果的な学習ができるようになっている。
　私たちの働き方，生活の仕方，余暇の過ごし方も，情報化の影響を受
け，大きな変化が起こっている。

　情報化により仕事の形態も大きく変化している。電子メールやW
ウ ェ ブ

eb
会議を利用して，コミュニケーションも電子化されている。また，電子
決済，電子的なビジネス文書の作成や編集も進んでいる。ネットワーク
の発達により，在宅勤務などのように，従来の仕事場以外の場所で業務
を行うことができるようになった。S

ソ ー ホ ー

OHOなどのように技術・知識を
持った者が独立したり，より待遇のよい職場へ転職したりする機会も増
え，ワークスタイルや職業観の多様化が広がりつつある。
　人間の知的な活動をコンピュータで実現する技術は人工知能（A

エーアイ

I）
とよばれる。テキスト文章の自動翻訳，音声認識，音声合成，顔認識な
どがすでに実用化され，人間の形をかたどったロボットなども開発され
ている。ロボットは，人間の模倣だけではなく，汚染された環境でも働
く，高速に予測・判断して知的で適切に処理をするなど，人間の能力を
はるかに超えた作業を行うことにも向いている。また，玩具やペットの
代わりとして，人間を楽しませたり，癒やしたりする役割も期待される。

情報化による社会の変化1

❶

情報化と仕事2

❷

　住宅内では，防災機能や安否確認機能を組み込んだ家電製品をはじめ，
健康管理機能，防犯機能，省エネルギー機能を持つ情報家電が普及して
きている。
　ネットショッピングの普及は，店頭に行かずに商品を購入することを
拡大させた。通信販売では，連絡先や注文の品名・数量・金額などを確
認するためのルールが定められ，販売側も購入側も信頼できる取り引き
に取り組もうとしている。一方，ネットオークションなどでは，ルール
を知らないままに個人間で安易に取り引きを行い，代金を払ったのに品
物が送られてこないなどのトラブルも多発するようになった。そのため，
第三者が販売者と購入者の仲介となり，代金の支払いを代行するエスク
ローサービスなども行われている。

情報化と暮らし3

　情報機器を用いた長時間の作業は，肩凝りや視力の低下などの V
ブイ

D
ディー

T
ティー

障
しょう

害
がい

を引き起こすことがある。照明の位置や机・椅
い

子
す

の高さを調節して
適切な作業環境を整え，正しい姿勢や適度な休憩などの望ましい習慣で，
これらの症状を防ぐことができる。
　また，コンピュータ作業に伴い，いらいら，不安感，社会生活への不
適応などの精神的テクノストレスを感じることがあるので，自分をコン
トロールすることが大切である。

情報化と健康4
❹

❺

ネットワークで購入手続き
をする前に確認すること
◦ 会社や出品者の名前や

連絡先が明記されてい
るか。

◦ 社会的に信用できる会
社であるか。

◦ 取り引きの約束事が明
記されているか。

◦ 代金の支払い，商品の
引き渡しと返品方法な
どの内容を明示してい
るか。一般に，クーリ
ング・オフ制度は適用
されない。

◦ 不要な個人情報の提供
を求めていないか。

◦ 法律上，売買できない
ものを扱っていないか。

❸

図４ 	テクノストレスの症状

図１ 	SOHO

❶e ラーニング
　（electronic learning）
　情報通信ネットワークを利
用した学習形態もしくはその
システムのこと。場所と時間
に制約されずに学習できる。

❸クーリング・オフ制度
　消費者保護のため，契約を
結んだ後でも，一定期間内で
あれば，消費者が理由なしで
一方的に契約を解除すること
を認める制度。

❹VDT 障害（Visual 
　Display Terminal 
　Syndrome）

❺次のことに気をつける。
◦画面に目を近づけ過ぎない。
◦ 画面の上端は，目よりやや

下にする。
◦ 椅子に深く腰掛け，姿勢を

楽にする。
◦ 作業はときどき休み，長時

間連続して作業をしない。

❷SOHO（Small Office/
　Home Office）
　情報通信ネットワークを利
用して自宅で仕事を行うこと
の略称。テレワークという場
合もある。

　電子商取引
� 64 ページ

図３ 	エスクローサービスの仕組み

図２ 	いろいろなロボット
▲会話ロボット▲調理ロボット ▲海洋汚染感知ロボット

落札者 出品者

エスクロー会社

①入金

④通知

③商品

⑤送金

②通知

理論編 64ページ

情報化によって，
どのような変化が

起こっているのか，どの
ようなことに注意が必要
か，考えてみよう。

31 32 食品などにQ
キューアール
R コードや I

アイシー
C タグを付けて，生産・加工・販売・流通などの情報をたどることを何というか。フィードバックという。
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ズーム   118
図解化   141
図解表現   92
ステレオグラム   66
ストリーミング   157
スパムメール   44
スライド   99,120
制御システム   63
生体認証   46
セル   102,146
全数調査   79
ソーシャルメディア   37
組織種別   30
ソフトウェア   20

た
タイムライン   120
タグ   166
チェーンメール   44
チェックディジット   71
蓄音機   1
知的財産権   53
チャット   9,25,110
抽出   135
著作権   52
著作権法   52,54,158
著作財産権   53
著作者人格権   53
地理情報システム   65
ツイッター   37
通信システム   63
ディジタルカメラ   58,90,106
ディジタルデータ   15
ディジタルデバイド   72
ディスカッション   25
ティルト   118
ディレクトリ方式   32
データ管理システム   63
データベース   32,63
テキストデータ   96
テクノストレス   69
デバイス   67
デビットカード   64
テレビ会議   9,25
電子掲示板   25,36,110
電子商取引   64
電子透かし   167
電子認証   62
電子マネー   64,67
電子メール   31
電子メールアドレス   31
電子メールソフトウェア   31
電信機   1
動画編集ソフトウェア   90
等幅フォント   150
ドキュメント   30
匿名性   11,38
特許権   53
ドット   16
ドメイン名   29
トランジション   120

ドリー   118
トリミング   107
トレーサビリティシステム   67
ドロー系ソフトウェア   20

な
並べ替え   134
二次情報   11
入力装置   3
ネット依存   51
ネットオークション   64,69
ネットショッピング   39,69
ネットワーク犯罪 �  45
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バーコード   71
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光過敏性発作   99
光の三原色   16
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電子透かし
　画像などのデータに，見た目には分
からない特定の情報を埋め込む技術の
こと。
電子認証   62
　ユーザ名とパスワードにより利用者
を識別したり，機器やサービスを利用
する権利があるかどうかを電子的に確
認したりすること。
電子マネー   64,67
electronic money
　電子的なデータのやりとりによって
決済を行う仕組みのこと。
電子メール   31
E-mail
　ネットワークを経由してやりとりす
る，テキストを基本としたメッセージ，
またはその仕組み。
電子メールアドレス   31
mail address
　電子メールを送信するときに，送信
先を特定するための標識。メールサー
バを示すドメイン名と使用者を示すア
カウントなどから構成される。
動画編集ソフトウェア   90
　動画を編集するときに使用するソフ
トウェア。
特定商取引に関する法律
　訪問販売やインターネットを利用し
た通信販売などで取引の公正性を保ち
消費者を保護するための法律。
特許権   53
　発明を登録することにより，一定期
間，発明者またはその継承者の独占的
使用が保護される権利。
ドット   16
dot
　ディスプレイやプリンタなどで文字
や画像を構成する最小単位。1インチ
あたりに存在する点の個数をdpi （dots  
per inch）で表して表示の精細さを表
現する。
ドメイン名   29
domain name
　インターネットに接続しているコン
ピュータなどを特定するために利用さ
れる名称の一部。ピリオドで区切られ
た文字列の組み合わせで構成される。
トリミング   107
trimming
　画像などの不要な部分をカットし，必
要な部分だけ取り出す作業や機能のこと。
ドロー系ソフトウェア   20
drawing software
　主にベクトル形式で図形を描画する
ソフトウェア。

二次情報   11
　第三者を介して得た情報。
入力装置   3
　コンピュータに情報を入力するため
の装置。キーボード，マウス，イメー
ジスキャナなど。
ネット依存   51
　インターネットを長時間利用するこ
とから抜け出せなくなる状態のこと。
ネット中毒ともいう。
ネットショッピング   39,69
　インターネットなどを利用した販売
形式。オンラインショッピングなどと
もよばれる。
ノイマン型コンピュータ
　記憶装置にプログラムの命令をデー
タとして格納し，順次読み込んで実行
するコンピュータ。

バーコード   71
bar code
　複数の線の幅と隙間の間隔で，数字
やアルファベットを表したもの。バー
コードリーダという専用の読み取り装
置で読む。
パーソナルコンピュータ
personal computer
　個人ユーザ向けのコンピュータのこ
と。省略してパソコンという。
バーチャルリアリティ   42,67
virtual reality
　コンピュータグラフィックスや音響
効果を組み合わせて作り出された，人
工的な現実感のこと，またはその技術。
ハードウェア   21,70
hardware
　装置や機械のこと。ソフトウェアに
対していう。コンピュータ本体，ディ
スプレイ，プリンタなどを指す。
ハードディスク   3,9
hard disk
　コンピュータが扱う情報を記録して
おくための補助記憶装置の 1つ。磁気
ディスク装置。
バイト   14
byte
　情報の量の単位の 1つ。8ビットで表
される量に相当する。

ハイパーテキスト   36
hypertext
　文書中にほかの文書の位置情報を埋
め込むことで文書を相互に連結する仕
組み。
パケット   29
packet
　情報通信ネットワークで情報を伝送
する際にひとかたまりとして扱われる
データの単位。
パケット交換方式   29
packet switching
　送りたい通信データをパケットとよ
ばれるデータの小さなまとまりごとに
送信する通信方式。インターネットな
どのデータ通信に利用される。
バス
bus
　コンピュータ内にある各装置，コン
ピュータと周辺装置，周辺装置間をつ
なぐデータの通路。
パスワード   46
password
　本人であることを認証する際に使わ
れる文字や記号の列。
発想法   155
　情報を創造したり新しい表現を求め
たりするときに利用する，思考支援の
方法。
バリアフリーデザイン
barrier-free design
　障がいのある人や高齢者にとって障
壁となるものを取り除くために配慮さ
れた造り。
パリティチェック   71
parity check
　データの転送や記録のときに，デー
タの誤りを検出する方法の 1つ。
ハンドル   40,110
handle
　ネットワークで使用するニックネー
ムのこと。
非可逆圧縮   19,103
　データを復元しても元のデータに完
全に戻らない圧縮方式。不可逆圧縮と
もいう。
ピクセル   16,20
pixel
　画素（164ページ）参照。
ピクトグラム   130
pictogram
　文字を使わずに情報やメッセージを
表現した絵記号。

な

は

セル   102,146
cell
　表計算ソフトウェアで，数値や文字
を入力する 1ます。
全数調査   79
　対象を全て調査すること。
ソーシャルメディア   37
social media
　ネットワーク上で多数の人が情報を
交換，共有しながら，共同で情報を作
り上げ発信する目的を持ったメディア。
ソフトウェア   20
software
　コンピュータを構成する物理的な要
素（ハードウェア）を除いた全ての無
形要素の総称。一般にコンピュータプ
ログラムを指す。場合によってその対
象となるデータを指すこともある。

タイムライン   120
timeline
　動画編集ソフトウェアなどで，作品
全体の流れを時系列で管理する機能の
こと。
タグ
tag
　HTMLファイルで使用される制御
文字。これを使って，画像の表示やほ
かのページへのリンクなどを記述する。
タスク
task
　仕事や作業のまとまりのこと。
単純化
　事柄や出来事の本質を選び出して，
容易に把握できるようにすること。
チェーンメール   44
chain mail
　不特定多数の相手に同じメールを送
信し，同じ内容のメールを更に別の相
手に送信させることで，メール送信の
連鎖を発生させることを意図して送信
された電子メールのこと。
チェックディジット   71
check digit
　入力誤りを検出したりねつ造を防止
したりするために，一定のルールに 
従って元の符号に加えられる数値や記
号のこと。
知識基盤社会
　新しい知識・情報・技術が，政治・
経済・文化をはじめ，あらゆる領域で
の活動の基盤として飛躍的に重要性を
増す社会。

地上ディジタル放送
　陸上の無線局を利用してディジタル
方式で行われる放送のこと。
知的財産権   53
　人間の知的活動から生み出された表
現やアイディアや技術などを保護する
ために考案者に与えられる権利。産業
財産権と著作権に分かれる。
チャット   9,25,110
chat
　インターネット上で提供される，テ
キストによる会話サービスの 1つ。参
加者が入力した文字列を参加者全員の
コンピュータ画面に時系列に沿って表
示させる。
著作権   52
　著作物に関する権利。著作者の意思
に反した変更を拒否できることなど人
格を保護するための著作者人格権と，
著作物を知的財産として保護すること
を規定した著作財産権の 2つから成る。
著作権法   52,54,158
　著作者の権利を保護するための法律。
著作財産権   53
　著作物を著作者の知的財産と考えた
際に発生する権利。
著作者人格権   53
　著作者の意思に反して勝手に作品を
変更されたり，一部分だけを抜き出さ
れたりしないように，著作者の人格を
保護するための権利。
著作物   19,52
　人が思想や感情を創作的に表現した
もの。
ツイッター   37
Twitter
　140文字以内の文でコメントを発信
し，それを第三者がフォローするなど
して共有できるインターネット上のサ
ービス。
ディジタルカメラ   58,90,106
digital camera
　画像をディジタルデータとして記録
するカメラ。
ディジタル署名   63
digital signature
　ディジタル文書の正当性を証明する
ための仕組み。暗号化された署名情報
により，メッセージの原文から一定の
計算手順で割り出した署名データを文
書に添付して送信する。電子署名とも
いう。
ディジタルデータ   15
digital data
　情報を離散的な数値の系列で表現し
たデータ。

ディジタルデバイド   72
digital divide
　情報技術を活用できる人とできない
人，あるいは情報を利用できる環境に
ある人とそうでない人との間に生じる
格差のこと。情報格差ともいう。
ディスプレイ   3,16
display
　コンピュータに入力した文字やコン
ピュータが処理した結果（絵や文字）
を表示する装置。
データ管理システム   63
　データを蓄積し，管理するために用
いられる代表的なシステムおよびその
ソフトウェア。
データベース   32,63
database
　データをあらかじめ定義された形で
格納し，安全で効率の良いデータの更
新，削除，検索などを実現するデータ
管理の構造。また，その機能を持つソ
フトウェアを指すこともある。
データマイニング
data mining
　大量のデータの中から科学的な方法
により傾向や規則性を見いだすこと，
もしくはその技術。
デバイス   67
device
　機器あるいは装置の総称。主にコン
ピュータや情報通信ネットワークに接
続されるものを指す。
テレビ会議   9,25
　音声と映像を双方向に同時送信して，
離れた場所で行う会議。
電子カルテ
　従来の紙のカルテを電子データ化し，
保存，管理するシステム。
電子掲示板   25,36,110
BBS: electronic Bulletin Board 
System
　インターネットなどの情報通信ネッ
トワークを利用して，メッセージを交
換する仕組みの 1つ。
電子商取引   64
electronic commerce
　インターネットなどの情報通信ネッ
トワークを活用して物品やサービスの
販売・購入を行うこと。eコマースと
もいう。企業と企業の間で行われる電子
商取引をB to B（Business to Business），
企業と消費者の間で行われる電子商取
引を B to C（Business to Consumer）
という。

た

1010 01111010 0110

用 語 集

72 73

情報システム
と人間２節４章
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1	 誰でも表現者・
	 発信者の時代

誰もが参加できる情報社会

　情報化の進展には，光と影の部分があるといわれている。影の部
分を克服し，誰もが参加できる社会を実現するための課題とその解
決策を考えよう。

2
　個人が情報社会に参画することで，社会に良い影響と悪い影響を与え
る場合がある。
　良い影響としては，情報ボランティアとしての社会貢献，新しい価値
の創造の担い手となることなどがある。自分の持っている知識や意見を
公開し有効に共有することで，情報を必要としている人に必要な情報を
迅速に届ける手助けをしたり，これからの文化，社会の在り方を考える
新しい視点を提供したりすることができるのである。また，利用者とし
て情報システムのハードウェアやソフトウェア，コンテンツについての
要望を積極的に発信することで，情報化を更に望ましいものにしていく
こともできるだろう。
　悪い影響としては，情報操作や扇動などが挙げられる。インターネッ
トの進展と普及は，個人が多くの相手に自分の意見などを発信すること
を可能とした。これを悪用し，自分の意図する方向に相手を向かわせる
ために，情報を統制したり虚偽の情報を流したりしてはならない。

　情報社会では，コンピュータや情報通信ネットワークを活用できる人
とできない人の間で，得られる情報の質・量や発言の機会に格差が生じ
る。情報が大きな力を持つ今日の情報社会では，その差が，更に個人や
地域の社会的・経済的な格差を広げるという悪循環を招きかねない。
　情報社会で平等な人権を確保するには，情報化に追いつけない人々へ
の配慮が必要である。ディジタルデバイドの解消には，生活に必要不可
欠な情報を公平に安全に提供できるシステムの整備・確保が必要となる。

個人の影響への配慮1

ディジタルデバイドの解消2

❶

❷ ❸

　行動範囲に制限がある人々にとって，コンピュータやインターネット
は社会活動に参加するための有用な手段となる。一方，高齢であったり
障がいがあったりすることで，情報機器を利用するときに不都合が生じ
ることがある。そこで，コンピュータやインターネットを利用する際に
生じる不都合を除き，アクセシビリティに配慮した環境の整備が課題と
なる。
　この考え方はハードウェアだけでなく，ソフトウェアやW

ウ ェ ブ

ebページ
の設計に導入されつつある。このようなシステムは同時に，全ての人々
にとって使いやすい有効なものとなること，すなわちユニバーサルデザ
インの実現を目指している。これからの共生型の社会には，ユニバーサ
ルデザインの考え方は欠かせない視点である。

　不正アクセスなど，悪意のある攻撃でシステムの破壊やデータの盗聴
などが行われないように，情報セキュリティ技術の発展も重要である。
インターネットに接続されているコンピュータでは，ファイアウォール 
や仮

か

想
そう

プライベートネットワーク技術などが用いられる。また，認証技
術を用いて，接続する端末や利用者を特定する方法も利用されている。
　パスワード認証で利用者を特定できても，パスワードが漏

ろう

洩
えい

したり，
ログイン状態の端末を放置したりすれば無意味である。情報システムで
技術的な対策を行っても，使用する際の運用面で安全への配慮に不備が
あれば，安全な運用は望めない。悪用を防ぐ情報管理のためには，技術
的な対策と運用面の対策を併用することが重要である。

ユニバーサルデザインの推進3

❹

❺

セキュリティ技術の発展4

❻

❼

❶インターネットの普及率は，
居住する都市の規模が大きい
ほど，世帯主の年齢が若いほ
ど，世帯年収が多いほど高く
なっており，地域，年齢，所
得によって格差が生じている
と考えられる。また，教育レ
ベルや身体的制約要因から情
報格差が生じていることも指
摘されている。

❷操作方法が直感的に分かる
情報機器を開発すれば，誰に
とっても操作が容易になる。
また，このような技術面から
の支援ばかりではなく，必要
な知識と技術を学習する機会
を提供するような，社会面か
らの対応も必要である。

❸ディジタルデバイド
　（digital divide）
　ディジタル化されたサービ
スにアクセスできるかできな
いかの格差のこと。情報格差
ともいう。

❹アクセシビリティ
　（accessibility）

❺ユニバーサルデザイン
　（universal design）
　年齢，性別，国籍などの違
い，能力の有無，障がいの有
無などによらず利用できるよ
うに設計されたもの。使いや
すさの尺度の概念に，ユーザ
ビリティとアクセシビリティ
がある。

　カラーバリアフリー
� 23 ページ

❻ファイアウォール
　（firewall）
　L

ラ ン
AN を外部からの攻撃や

不正アクセスから守るために
開発された仕組み。決められ
た情報以外は通過させないと
いった監視を行う。

❼ 仮想プライベートネット
　ワーク（VPN：Virtual 
　Private Network）

　3 情報セキュリティ
� 46 ページ

ユニバーサルデザインと情報技術

　ユニバーサルデザインの考えが生かされた製品に
は，情報技術と関わりの深いものも多い。
　Webページでは，文字を大きくしたり，テキス
トを読み上げたりする機能が一般化している。また，
マウスやキーボードの代わりに指先や音声，視線で
操作できるコンピュータも実用化している。

　携帯電話やスマートフォンでは，ボタンを大きく
したりメニューを見やすくしたりして，使いやすい
ように工夫されたものがある。
　情報技術の進展は，誰もが暮らしやすい社会にな
るための可能性を切り開いている。

▲指先で操作するコンピュータ
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図１ 	日本の世代別インターネット利用状況

▲�表示ボタンが大きい
スマートフォン

▲ひとつひとつのキーが分離したキーボード
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図２ 	世界のインターネット普及率
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